
令和3年7月出水からの河口砂州の変遷について

中国地方整備局 倉吉河川国道事務所

令和３年１1月16日
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令和3年7月7日出水以降の河口砂州の変遷

・ UAVによる空撮写真により、令和3年7月7日出水以降の河口砂州の状況を整理した。
・また、UAVによる垂直の空撮写真から、河口砂州の開口部の距離を計測した。天神川の0K000の河川幅が約341mであること
から、垂直写真より堤外地の幅と砂州開口部の比率を求め、開口部の距離を算出した。結果、小田観測所水位が高くなると砂州
が若干流出し、砂州開口距離が長くなる傾向にあると考えられる。

河口砂州の開口部の距離と水位観測所水位(小田・長瀬)

砂州の回復過程において、砂州開口部の形状が変化
したため計測箇所を変更(10/4 10:00)
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